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Competence に着目し、その定義を Sue（2006 : 29）
に求めさらに、Sue が示す Competence を構成す




























































調査協力者：全 16 人。性別内訳：男性 3 人、
女性 13 人。年代別の内訳：20 代 2 人、30 代 6 人、
























面接 女 30 有 無
面接 女 50 有 無
面接 男 30 有 無
郵送 女 30 無 無
面接 女 40 有 有 英語
面接 女 50 有 有
面接 女 30 有 有 英語
郵送 女 50 有 無
面接 男 40 有 有 英語
面接 女 50 有 有
郵送 女 50 有 無
面接 男 20 無 有 英語
面接 女 30 有 無
面接 女 20 有 無
郵送 女 30 無 無













精神＋ヘルパー 2 級＋児童指導＊ 1
Master of Social Work 1
合計 16
表 2 注：＊児童指導員任用資格










































































































































































（1）Cultural Competence と 4 つの構成要素
考察を進めるにあたり、筆者はアメリカの多文
化ソーシャルワーク（石河、2012 : 29）において















おいても Cultural Competence は注目をされ、応
用されようとしている。
アメリカの多文化ソーシャルワークで近年普及
した Cultural Competent Practice に至る経緯に
ついては石河（2003 : 18、2012 : 52）の著書に詳
しく、早い時期から石河は彼女自身の国内外での
経験を活かしながら、多文化ソーシャルワークに















シャルワーク研修」2013 年 1 月の研修において、
日本女子大学人間社会学部木村教授により、




以上の事を踏まえ Sue（2006 : 29）が多文化
ソーシャルワーク実践にて提唱する Cultural 
Competence に着目をした。
































































































































































































































































































 3 ） 筆者の多文化対応ケース数 / 年度総数：2008 年：
2/5、2009 年：3/47、2010 年：8/84、2011 年：
11/99、2012 年 7 月現在：7/48。
 4 ） 社団法人日本社会福祉士会　国際・滞日外国人支
援委員会主催「滞日外国人ソーシャルワーク研
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